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＜教育における著作物の利用についての例＞

【資料６】
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遠隔地等

同時双方向

＜現行法下で可能な利用＞

著作物を利用して
プリントを作成

紙の複製を配布

・自らの授業のためにデジタル化は可能。
・自らがデジタル化して、電子黒板に投影して利用すること(上映）は可能。
・自らがデジタル化した資料を、自らコンピュータ等に蓄積することは可能。

※ただし、権利者の権利を不当に害さない範囲での利用が前提。
(権利者の権利を不当に害する要件は、「著作物の種別、利用範囲」と「利用規模」がある）

著作物をデジタル化して上映

著作物をデジタル化して上映
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予習、復習のために送付

サーバから、
ダウンロード
ストリーミング

遠隔地

異時

＜2018年度改正の著作権法により可能となる利用＞

＜ポイント＞
➀デジタル化は授業のために教員、学生、生徒等自らが行う必要がある
➁サーバへのアップロードは、教員が自らの授業のために行う必要がある
➂利用については、授業の単位(通常1年を限度）を越えて利用することはできない
➃ただし、権利者の権利を不当に害さない範囲での利用が前提。

(権利者の権利を不当に害する要件は、「著作物の種別、利用範囲」と「利用規模」がある）

著作物を利用して
データを作成

デジタルの複製を
タブレット等に配布
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A先生が作成

B先生 C先生 D先生

紙の資料
デジタル資料

教育委員会サーバ

ダウンロード
A小学校 B小学校

＜望ましい利用方法＞

生徒等に配信

XXXX年度

XXXX+1年度

XXXX+2年度

A先生

B先生

C先生

資料作成

ライセンス更新により
再利用

ライセンス更新により
再利用

資料のアップロードは教員が自らの授業で使うために
制作したものを、自ら行う必要がある。
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資料蓄積

教授
教授

教授

学生 学生学生

アップロード
ダウンロード

＜望ましい利用方法＞

(含まれる内容）
・資料のデジタル化
・異時送信(蓄積）
・共有(複数授業間での同じ資料の利用）



教育フォーラム・ホームページ案
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教育フォーラムについて、告知などを行うホームページの準備が整った。
内容については検討し、フォーラムの開始とともにオープン。


